
Musasabi-Wing 13ft　かんたん設営ガイド

40～45°

タープポールの 1.5 倍

■ポールを 1本使用した設営例 ・ポール：1本（200cm位の長さ）
・ペグ：6本

STEP1 設営の準備

1：タープ本体を地面に広げます。（一番鋭角のコーナーが正面になります）

2：正面の張り綱を、使用するポールの 1.5 倍位の長さに調節します。
3：左右 4カ所の張綱を、三角自在が中央にくる位の長さに調整します。
4：張綱を少し緩めた状態で、正面・左右の５カ所をペグ打ちします。　

STEP2 タープポールを立てる

1：タープ本体の下にタープポールを入れて、ポールの先端を正面コーナーの

　　張綱ループに取り付けたらポールを徐々に起こします。　

ペグは地面に 45 度位の

角度をつけて打ち込みます。

張綱は各コーナーに真っ直ぐに

なるよう調節してペグ打ちする

とキレイに張れます。

ポールはあまり垂直に

立てないよう注意して下さい

2：ポールを垂直よりもややタープ側に傾いている角度に
　  してタープと張綱にテンションが掛かり、ポールが自立

　  すれば OKです。張綱がきつくてポールが立たない場合

　  は張綱を少し緩め 、逆に緩くてポールが自立しない場合

　  は張綱を少し締めて下さい。

STEP3 張綱を調整する

1：後方中央の張綱にペグを打ちます。

　※タープ後方を完全に地面につける場合は張綱ループ

　　に直接ペグを打ちます。

2：最後にタープがピンと張るように

　   徐々にテンションを掛けてバランスを
        取りながら張綱を調節します。
 　  ペグも緩い箇所が無いかチェックして、

　   しっかり打ち直して設営終了です。

STEP4 ポールを 2本使う

1：短めのポールや枝で後方を持ち上げる場合は

　   STEP3 の１の手順のところでポールを立てて下さい。

　※後ろ左右 2ヶ所の張綱は緩めておきます。
焚き火バージョンには

鋳鉄製のスチールペグ

（30 cm位）

山旅バージョンには

アルミ製の V (Y) 字ペグ

（18 cm位）

※設営する地面によっては合わない場合があります。

Musasabi-Wing おすすめペグ

※テンションのバランスが悪いと

    タープにシワが出ます。

張綱の三角自在はロープが挟まっているところを

開くとロックが解除され、長さの調節ができます。


